
 
 
 
 

同僚・生徒とのコミュニケーションの取り方 
 
 

ーグローバルコミュニケーション教育の課題とその必要性ー 
 
	


２０１５．８．２３．	


平 田 オ リ ザ	




コミュニケーション能力	








平成14年度版　『現代の国語』　2年　三省堂　174-175ページ	






平成14年度版　『現代の国語』　2年　三省堂　174-175ページ	






平成14年度版　『現代の国語』　2年　三省堂　176-177ページ	








ＰＩＳＡ調査が求めるもの	


落書き問題 
 
異文化理解能力 
 
合意形成能力 
 
協調性から社交性へ 
	




コミュニケーション能力は低下しているか？	


l 単語で喋る子どもたち 

l スピーチの成立しないクラス 

l 能力の低下ではなく意欲の低下	




学びのモチベーション	


伝える技術を教えることから、 
 
伝えたいという気持ちを持たせる教育へ	




コミュニケーション能力は低下しているのか？	


 
 
l コミュニケーション能力問題の顕在化 

 
l コミュニケーション能力の多様化 



何故コミュニケーション教育なのか	


l 少子化、核家族化、情報化、 
　地域社会の崩壊 
 
l 産業構造の転換 
　　　　　サービス業中心の消費社会 
　　　　　付加価値を生む教育 
 

l 国際化	




コミュニケーション能力とは何か？	


異文化間コミュニケーション　　 
 
　　　　国際化 
　　　　内なる国際化 
 
世代間コミュニケーション 
 
ジェンダー　　　 
 
 
　 



コミュニケーション能力を巡るダブルバインド 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二重拘束） 

　　　　	


l グローバル・コミュニケーション・スキル 
　　　（異文化理解能力）　 

l 日本型のコミュニケーション能力	




話し言葉のカテゴリー	


演説 
スピーチ 

教授 
対論 
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会話 

独り言	
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話し言葉のカテゴリー	


 
「会話」＝親しい人とのお喋り	


 
「対話」＝ 
知らない人との間の情報の交換や、 
知っている人同士でも価値観が 
異なる時の摺り合わせ	




演劇は対話を要求する	


家族の場合 
 
　「お父さんの仕事は何？」 
 
忠臣蔵の場合 
 
　よく知っている同士でも対話は起こる。	




話し言葉のカテゴリー	


 
 

「会話」＝分かり合う、察し合う文化	


 
「対話」＝説明し合う文化 



冗長率	


冗長率が高いのは何？ 
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冗長率	


冗長率が高いのは何？ 
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画像引用元：http://vegetable.alic.go.jp/panfu/onion/onion.htm	




 
いい子を演じるのに疲れた。 

 

本当の自分はこんなじゃない。	




ペ　ル　ソ　ナ　（ｐｅｒｓｏｎａ）	


人格＝person 
 
仮面 
 
仮面の総体が人格を形成する	



